
言語情報 -言葉の意味

人は無意識のうちに多くの情報を処理している

非言語情報
視覚情報
聴覚情報
触覚情報

対話中も非言語情報をフル活用

時間的情報 視覚情報

聴覚情報
×

表情を作る

視線を向ける

強さ・抑揚を変える

声色を変える

人は対話中も非言語情報を組み合わせて、相手の伝えたい
メッセージや、気持ち，興味・関心を読み取っています。

実はタイミング情報もフルに使っている
漫才や落語でも発話のオーバラップをあえて変えることで印象の
違いを強調しているようです。

漫才：二者間の間合い 落語

時間感覚の共有：コンピュータやロボット
が、間やタイミングを理解できると、より
自然な対話が可能になるかもしれません。

間の良さは、まず相手をよく見ることから

興味を知る・・・いつ、何を話しかけようか？

視線を読む

聞き上手・・・発話区切りを予測して相槌を打つ

微妙な表情の認識・・・笑顔の意味は？

表情を読む

間・間合い・
タイミング

注意・集中を知る・・・本当に見ているのか？

発話を促す

視線運動

映像のシーン

映像中の目立つ領域の動きを使って視線
を解析することで、集中してCMを見て
いるか、別のこと（実験では暗算）を
しながら見ているかが推定できそうです。

提示コンテンツを利用して

コンテンツ閲覧時の視線の動きから、その人の興味・関心
を推定しながら対話するシステムを開発中です。

顔動作のタイミングを解析して

間の良い相槌で

表情譜

タイミング情
報による表情
空間

特徴点座標の時系列入力画像系列

顔パート1

意図的笑顔

自発的笑顔

モード1
モード2

顔パート2

モード1
モード2
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撮影・提示

特徴点追跡

分節化
運動系列
生成

画像生成

区間系列
生成

時間的
構造抽出

表情
カテゴリ

社会的文脈で現れる
表情は複雑

意図的・自発的な笑いの判別

表情譜

意図

無意識

情動，癖

社会的意味（プロトコル）
情動のオーバライド

表情＝感情のカテゴリ
喜び，驚き，恐怖，怒り，嫌悪，悲しみ，軽蔑

従来の表情認識は、顔部位（目や眉、口元）それぞれの形状を
利用しているが、動きのタイミングを解析することで、詳細な
表情認識が可能になるかもしれません。

音符＝各部位の単純な動き

人が説明を行っている際に、適切な発話
区切りで相槌を打つことで、説明を引き
出すような対話システムを実現したいと
考えています。

ボケ役が
オーバラップ
する頻度

ツッコミ役が
オーバラップ
する頻度

時間

時間

漫才 落語

説明者

聞き手

はい うん

表情譜＝顔全体の動き




